
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 0 1 0 3 0 4 7 1

2 2 0 3 1 1 2 11 7 4

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 投 遊 4 0 0 0 三振 左飛 一飛 投失

2 二 4 0 1 0 投ゴ 一安捕邪 三振

3 遊 投 4 1 1 0 左飛 遊ゴ 右安投選

4 三 4 1 0 0 三振 三失 投ゴ 二飛

5 一 捕 2 1 2 1 死球 右３ 右安死球

6 捕 中 3 1 1 1 三振 死球 左安 三ゴ

7 左 3 0 0 0 捕飛 二直 三振

8 中 右 3 0 2 2 三振 右３ 中２

9 右 一 3 0 0 0 遊飛 三振三振

30 4 7 4

3 1/3

2 2/3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 三 4 2 2 3 中３ 二ゴ 中本 捕飛

2 中 投 3 1 1 1 左２ 三邪 一ゴ 四球

3 左 4 0 1 1 左安 二ゴ 遊ゴ 遊飛

4 遊 中 2 2 0 0 二飛 三振 四球 四球

5 二 3 1 1 1 三ゴ 右飛 左２ 四球

6 一 3 0 0 0 遊ゴ 二ゴ 左飛 四球

7 右 1 1 0 0 遊失

7 打 0 1 0 0 四球

7 右 0 0 0 0 四球

8 捕 1 3 1 0 右安 四球 四球

9 投 遊 2 0 1 2 中安 捕邪 四球

23 11 7 8
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今治精華高校・通 対 クラーク記念国際高校・札幌・通

東 野 大 輝

残塁：8 併殺：0

7

8

四球

晴れ

クラーク記念国際札幌・通

東 野 大 輝

捕手

岡 田 匡 弘

谷 川 輝

今治精華・通

3

岡 﨑 宣 紀

望 月 洸 太

佐 藤 慶 紀

20 3

出 田 真 隆

大 串 玲

齋 藤 勇 樹

■戦評

望 月 洸 太 鎌 倉 拓 海

會 田 桂 誇 1 3

自責

2 6

3

會 田 桂 誇 13 4

5

三振

2

四球

残塁：4 併殺：0

0望 月 洸 太

原 田 龍 斗

髙 橋 洸 太

會 田 桂 誇

合計

自責氏名 回数 打者 安打

回数 安打

原 田 龍 斗 1

三振

14

19

1 0

７回コールド

■日時 平成27年8月15日(土)

■球場

出場校名

府中市民球場

球審：末柄 塁審：斉藤 小番 石塚■審判

■試合時間 ■備考

四国・愛媛

北海道

2時間16分

代表地区

第1試合 1回戦

原 田 龍 斗

クラーク記念国際札幌・通

東 野 大 輝

今治精華・通

ポジション 氏名

坂 本 圭 登

１回戦府中球場の第１試合は、４年連続８回目出場の四国地区代表・愛媛県今治精華高校通信制と初出場の北海道代表・クラーク記念国際高校・
札幌通信制の対戦となった。クラーク記念国際・札幌は初回１番岡﨑からの三連打で幸先よく２点を先制すると２回には９番望月の適時安打で２点を
追加する。４回表今治精華は二死二塁から５番谷川の適時三塁打で１点を返すがその裏クラーク記念国際・札幌は１番岡﨑が３点ランニング本塁打
を放つと５回にも５番齋藤の適時二塁打で１点を追加し８－１と点差を広げる。追いかける今治精華は６回この回から救援したクラーク記念国際・札幌
二番手曾田を攻め一死二三塁の好機に６番岡田の適時安打と８番大田の２点適時二塁打でこの回３点を奪い８－４と点差を縮める。引き離したいク
ラーク記念国際・札幌は四球を足がかりに６回に１点７回に２点を上げ７点差とし７回コールド１１－４で勝利した。一方敗れた今治精華はクラーク記
念国際・札幌と同数の７安打を放ちながら８残塁と打線がうまく機能せず無念の敗戦となった。

備考

■バッテリー

打者

■投手成績

野 本 晃 稀

谷 川 輝

岡 田 匡 弘

上 甲 峻 槻

大 田 元 気

明 比 鴻 吉

備考

氏名

■投手成績

前 田 早 澄

鎌 倉 拓 海

髙 橋 達 弥

合計

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

投手

- 5 -


